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【手続補正書】
【提出日】平成21年3月25日(2009.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の水域の一部分を区切る浸透堤であって、透水性を有する堤体部と、該堤体部内に
埋設され、流入側に面して配設された沈木チップのろ過層と、流出側に面して配設された
しらすと沈木チップの混合物のろ過層とを備えることを特徴とする浸透堤。
【請求項２】
　前記沈木チップのろ過層を堤長方向に連続的に設け、前記しらすと沈木チップの混合物
のろ過層を堤長方向に断続的に設けたことを特徴とする請求項１記載の浸透堤。
【請求項３】
　前記沈木チップのろ過層と前記しらすと沈木チップの混合物のろ過層とは、ほぼ同じ高
さであり、かつ、流入側の水位とほぼ同じ高さであることを特徴とする請求項１または２
記載の浸透堤。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の浸透堤による水質浄化方法であって、しらすと沈木チ
ップの混合物にケイ酸濃度の低い水を通過させ、ｐＨを上げずにケイ酸を水中に溶出する
ことを特徴とする水質浄化方法。
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